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JR東⽇本における情報提供サービスの研究開発
本⽇ご紹介する内容
・リアルタイム列⾞位置情報
・駅構内ナビゲーションシステム
・公共交通情報連携
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2014年3⽉に、JR東⽇本として
公式スマートフォンアプリケーション
をリリース（iOS,Android)

2014年3⽉に、JR東⽇本として
公式スマートフォンアプリケーション
をリリース（iOS,Android)

運⾏情報 列⾞位置情報 列⾞内状況
（トレインネット）

お客さまに「個」に最適な情報
提供を⽬指す。
お客さまに「個」に最適な情報
提供を⽬指す。

駅における情報提供駅における情報提供

実験コンテンツ

JR東⽇本におけるスマートフォン向けサービス「JR東⽇本アプリ」

駅構内ナビ 公共交通情報連携
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①「リアルタイム列⾞位置情報」サービスの開発

• 問題点
• 世界⼀時間に正確な⽇本の鉄道
• 正確ゆえに事故などのダイヤ乱れ時にサービスの低下著しい

• 対策
• ダイヤ乱れ時のサービス低下を防⽌する⽅法としてリアルタイムな列⾞の位置や遅れの情

報提供をお客さまにダイレクトに伝達する

• 実験
• スマートフォンを活⽤してリアルタイムな列⾞位置や遅れ情報を
試験的に提供（湘南新宿ライン、埼京線、京浜東北線）

• 2014年3⽉から実証実験、約4000件のアンケート結果

4

リアルタイム列⾞位置情報開発の背景

列⾞位置情報提供サービスとは

5
個別列⾞の位置と１分単位の遅れを、利⽤者にダイレクトに提供することで
輸送障害時のダイヤ乱れの影響を最⼩限にすることを⽬指して開発 6

②「駅構内ナビ」サービスの開発
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Webサーバ経路検索
ソースサーバ

お客さまのスマホ
（アプリ）

測位システム
（ビーコン）

②

③ ④

⑤
A

B

C

東京駅構内ナビ

①案内サイン160か所に
Beaconタグ（BLE）を設
置し、利⽤者の⾃⼰位置抽
出

②地磁気を⽤いて
向いている⽅向
に地図を回転

④地図拡⼤率に応じ
たPOI表⽰の段階

⑤外界と表⽰を⼀致
しやすくするためのラン
ドマークデータの取り込
み

③ながら歩きを防⽌
するために、曲がり⾓
までのアクションメッセー
ジ表⽰

reality and screen can be easy to link

“案内サインリレー”

不動の⽬印を活⽤する
既設の案内サインを活⽤する
案内サインは遠くからも視認できるとともに、駅の特性によらず設置される

ながら歩きを防⽌する案内⽅法の検討
地図表⽰のみであると、地図をみながら歩くケースが多くなる

曲がり⾓や⽬的地の近くのランドマーク情報を⽰唆することで、移動の際に
⽬線を上げて⼀つの情報を⽬指して移動することが可能となる

ビーコンを活⽤した⾃⼰位置推定

BeaconPositioning

Navigation

①160個の屋内測位⽤ビーコン設置

②よりわかりやすい地図と経路案内⽅法の検討

③地磁気とジャイロ利⽤による⽅向推定

④ながら歩き防⽌

【実験期間】
Dec12 2014 / 〜 28 Feb 2015

【Apps Download数 】
50000DL

【 API 利⽤回数平均】
1000times/day

【有効性の評価】
Over 80%

実施概要
実証実験

スマートフォン
アプリケーション

ビーコン測位インフラ
12

③
「公共交通情報連携」サービスの開発
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個別運⾏情報
（運⾏情報等）

個別運⾏情報
（バスロケーション情報）

運⾏情報
（事故情報）

発⾞・到着予定時刻

運⾏情報
（渋滞情報）

発⾞・到着予定時刻

情報をどのように連携させるか︖ どう利⽤者⾏動に結びつけるか︖

静的情報の連携

動的情報の連携

データ分析による
予測情報の活⽤

複雑な情報をわかり
やすく提供するデザイン

マイカーと同じくらい
気軽に鉄道やバスが使え

る︕

どのようなシステムが望ましいか︖

各公共交通機関
（鉄道・バス）の持つ情報

本研究で取り組む内容

バス事業者鉄道事業者

モビリティマネジメント
（個に対する情報）

⾏政との連携⽅法

利便性向上
公共交通利⽤促進

利⽤促進効果 顧客満⾜度向上

モビリティ・マネジメント情報デザイン、インターフェースデザイン

交通政策と評価モデル
（公共交通ITS）

研究の狙いと取り組み 公共交通情報連携システムの開発

動的な列⾞個別情報
（データ配信サーバ）

動的なバス個別情報
（バスロケーションサーバ）

情報統合webサーバ
（ソフトウェア開発）

インターネット
XML配信

XML配信
駅周辺地図データ
鉄道発⾞情報

バス発⾞案内情報

鉄道およびバス利⽤者
の持つモバイル端末へ提供

⼯夫した部分
システム構成部分︓責任箇所を明確化しやすいよう考慮した疎密設計、⽋損データの扱い
インターフェースデザイン部分︓静的動的な情報を組み合わせたUI

表⽰⽤
リアルタイムデータ

表⽰⽤静的データ

⼊出⼒インターフェース

インターフェースデザイン
評価システム（ログ解析）

公共交通機関同⼠の情報連携について

交通事業者A

交通事業者B

交通事業者C

各社の情報⾃体の不⾜各社の情報⾃体の不⾜

連携した情報提供の不⾜連携した情報提供の不⾜

公共交通機関同⼠の連携サービスにより「利⽤促進」につなげる
【問題意識】

交通事業者A

交通事業者B

交通事業者C便利に公共交通が使える︕
より多く利⽤するようになった︕遅れているようだが各社バラバラに案内していて

よくわからない

シームレスな情報提供 利便性の⾼い情報提供
※⾼品質︓正確かつリアルタイム

公共交通全体
の利用促進※シームレス︓不⾜、分断がない状態

駅まではついたが、そのあとのバス停が⾒つからない

※情報提供と利用促進の関連性
については別研究にて実施中

利用減
サービス低下

利用増
サービス向上

情報連携状態情報分断状態

利用者視点でのサービス

前例が少ないため実験的にサービス提供を行い有効性・運用性の評価を行う
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柏市情報連携社会実験概要【2013年度】

事前調査
仮説構築
システム構築
社会実験
評価・結果分析
有効性評価・まとめ

5 6 7 8 9 11 12 1 2 3

・内閣府ITSモデル都市にも選定された「千葉県柏市」のJR柏駅を対象
・公共交通機関４社（JR東⽇本、東武鉄道、東武バスイースト、阪東⾃動⾞）が協⼒
・社会実験主体は東京⼤学須⽥研究室（ITSモビリティセンター）、柏市交通政策課
・2013年10⽉1⽇〜12⽉27⽇まで鉄道情報とバス情報、⼀部地域情報を組み合わせた
スマートフォンアプリケーション を開発し、⼀般公開を⾏った。

・評価はサーバアクセスログ解析とアプリ内アンケート（279件）、施設ヒアリング（６件）を実施。

開発したアプリケーション画⾯⼀覧

トップ画⾯（ＪＲ時刻表） トップ画⾯（東武時刻表）メニュー画⾯

鉄道ロケーション情報 バス発⾞案内 バス路線情報（時刻表）ＪＲ時刻表

鉄道情報 バス情報 レンタサイクル情報 タクシー情報

駅を交通連接点として、接続する全交通機関の情報を連携

発車案内
遅れ時分
列車位置情報
乗り場案内
運行情報

発車案内
遅れ時分
乗り場案内
バスロケ

利用方法
空き台数
設置位置

料金案内
連絡先
（ロケーション）

実験期間中順次サービスレベルを向上させ、有効性・運用性を評価
各連携事業者およびステークホルダーと導入に向けた検討

2015年度フィールド試験内容
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導入までのロードマップ
Value

Time2014年度 2015年度2013年度

柏市における
情報連携実験
⇒有効性確認

・情報連携システム開発
・利⽤者のモバイル端末
・デジタルサイネージ等へ配信
⇒情報連携サービスの実証

実験

事業者側の情報端末
へ情報配信

⇒運⾏連携サービスの
実証実験

・都市交通調査
（ベース調査）
・開発・実験計画策定
・情報システムの仕様検討
ー利⽤データ
・インターフェースデザイン

2016年度以降
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